

作•佐々木守 

え•岡本颯子 


ヵラヵラと音.をたてて銅鐸ょ ころ 
がる。 

「何をするのです か」 

嗯 わず銅鐸へかけょろぅと レた 玉 
櫛のえり首を、白布は ぐいとつかん 
だ。 , 

「母 さま」 

何も知らぬ清麻呂 はわっ と泣き出 
す。， 

白布は声をたてて笑っ.た。 

「あれが、お前たち出雲族〕の守り 
神か/あれか」 

玉櫛は えり 首を つかまれた >まま 唇 
をかむ。 

「•見ろ/出雲族は滅びた、見ろ 


白布 W 手が上がる。とたん、四方 
,/をかこんで：；た能登軍.団の兵士たち 
がわっと銅鐸をおしつつむと、つ 
ばをはきかけ、足で蹴りつけはじめ 
た。. •(： . > 

-や めて/やめて 下さい V .」 

玉櫛は叫びつつ目をとじる。 その 
まふたの裏に、静か.にむく' ti ' ぐと海 
上にわき上がる白い雲がぅかんだ。 
，ぁぁ出雲/, 

その白雲のわきたつ海を見下ろし 
て、天にそびぇた大社が崩壊してす 
でにいくとせ。 

私の崖/. 

そこへ. 帰る日は、 もはや永久にこ 
ないのかもしれない。 ， へ 
にぶく、低く銅鐸は兵士たちの足 
.の卞で嗚る。玉櫛はそれを銅鐸の苦 


吟 ときぐ。 

譯よ 許しで おくれ 私もまた；' 
あなたと同じ苦しみを我と我が身に 
課そうほどにひ 

.「白布」 ^ 

目をとじたまま、 うめくように玉 
櫛：^ぃう。 . 

「あな A たのい‘いなりになります。 
鐸をはずかしめる こと だけはやめて」 
「ゃ， めろ/」 . 

どなった白，布の唇に冷たいほほえ 
みが浮か，ぶ。、' 

「それで、 いい、 もともと お前は お 

れの許婚者でぁったのだ」 

兵士たちの見守る中で、白布は死 

んだような玉櫛の唇を、思いのり吸. 
ぅ。 i 

-荒れて おるようじゃの- 



皮肉な微笑と共にあらわれたのは 

阿部比羅夫でぁる。 

「兵士たちを剌激するのはよした 
がいい。ここはまだ若狭の浜。みや 
こまでは遠いでな」 ‘ . 

「そんなことはわかつている。し 
かし、ここはおれの陣 M だ、お前が 
断りもな しに 入って来ていい道理は 

など 

-そぅかな」 

「何/こ . 
「おれはたしか蝦夷征伐の将軍で 
あったはずだが…… 


「それにもぅ一人、勝手に入り込 
んでいる奴がいるよぅだが」 

一瞬、白布は、さっと腰の剣をぬ 
くと、兵士たちの群をめがけて、目 
にもとまらぬ勢いて投げつけた。 

と、闇の中に並んだ兵士のひとり 
が音もなく天へとんだと見えた。 

「弓月/こ 
白布は叫んだ。 

玉櫛は、思わず閉じていた目を開 
<0 

「弓月……」 

そのとき、すでに黒い影は、砂浜 


にころがる銅鐸のかたわらにうずく 
まつていた。 ， 

「父さ吏」 

一瞬の次黙を破ったのは清麻呂。 

「玉 櫛、 清麻呂をたのむ」 

黒い影はそういうと、銅鐸をかか 
ぇ V 、再び空へとんだ。 

「追ぇ/.」 

白布の声が闇にひびいた。 

あっけに とられたように 立ちす く 
んでいた兵士たちはあわてて八ラ八 
ラと弓を射かけた。 

が、空の闇は動かなかった。 

•阿部比羅夫の笑い声がわずかに闇 
をゆるがしたのである。 . 

「来ぃ/こ ， 

屈辱を忘れようとするかのように、 
白布は玉櫛, a 手をひっぱった。 . 

■ - I 1 -いやです」 > , 

き7ぱりと玉櫛は いう。 

「鐸がなくなった今、私は、あな 
たにはずかしめられるいわれはあり 
ません」 

「こいつ/」 

いきなり白布は、力の限り玉櫛の 
頰をなぐった。ふっとぶ ように 玉節 
仍細ぃからだは砂の上にくずれた。 


-母さま I 

清麻呂が走りょ^。. 

「つれてい け/.」 

兵士たちに命じると、白布は、倒 
れた玉櫛のからだの上； i 馬のりにな 
って、めちやめちやになぐった。 
「死ぬかもしれ ない 」， c 
そう思いつつ、玉櫛はいまは心安 
らかであった。あの人が、鐸を、私 
の出雲をかかえていった。それでい 


、だんだんぅすれて いく 意識の中で 
玉櫛は遠い故郷のぅたをきいた。’ 
-八雲たつ • . 

.出雲白雲' 

•海にだつ 

七重地か，雲 

A , 美 S 
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海の ように 大きい湖だ。 

ここへくるた びに、 弓 月は そう 思. 

、っ-、 

そメいえば、おれがはじめて銅鐸 
の妙なる音色をきいたのもこの湖の 
il とりで %った。あの音に魅せ- られ 
てから、弓月の人生も大きぐかわっ 
ていったのであった。》 

あのときはぐ銅鐸とは何であるの 
かもしらなかったおれ……、それが 
いま、おれの腕の中に銅鐸がある。 

弓月は、その銅鐸をいとしいもの 
であるかのように撫でた。 

あのとき、おれは、玉櫛や清麻呂 
を助けようと奴の陣屋へしのびこん 
だのだったが、この銅鐸を思わず抱 
きしめていた。それほどこいつの音 
色がお^の心をとらえたのか。それ 
とも、所詮おれは人の情にうすい男 
なのか。 

まあ どちら，でもいい、いや両方な 
のかもしれない。いずれにせよ、お 
れは、二度とこの銅鐸を奴らにはず 
かしめられぬ ようにしよう。 

弓月は静かに歩き出した。 


湖をわたる風はつめたかった。 

かつて、銅鐸ほ、海を渡る風の中 
で、力の m りにあの美しい音色をひ 
びかせていたのである。それがいま 
はどぅだ、日本全国で人の目にふれ 
ることのできる 銅鐸は、おそらく皆 
無と いって： いいだろぅ。 

■三百年前、朝鮮半島から玄海灘を 
こえて奴らが九州に上陸した時から、 
銅鐸受難の歴史はつづくのだ。 

九州から東征——、その間、自由 
自在に馬をのりこなし、怪しい呪術 
信仰を持つ奴らは、出雲族の祭りの 
象徴である銅鐸をはずかしめつづけ 
た. 0 

騎馬民族が来る/奴らがくる/ 
人の噂は風にのって、西から東へ流 
れた。銅鐸をかくせ/銅鐸を奴ら 
の馬のひづめからかくせ/. 

かくして、銅鐸は一斉に太陽の下 
から姿を消した。 

そしていま、おれもまた—。 

弓月は土を掘る。. 

はるか琵琶湖を見下ろす小高い丘 
の上に穴を掘る。お前をおれはこの 
まま 抱きしめていきたい。しかし、 
おれにはまだ為さねばならぬ仕事が 


ある 

鐸ょ、おれがおれの仕事を完成す 
るまで、ここ《、静かに眠れ。 

.弓月は穴に銅鐸を人れると、その 
上から。ハラパラと土をかけていつた。 

やがて、にぶく光る銅鋒を、土が 
すつかりおおいつくす頃、潮面をわ 
たる風は、いつか夕方の風に変わつ 
ていた。 

\—/ 

，三 

/tv , 

この前、六五五年、女帝斉明天皇/ 
は二度目の王位についていた。斉明 
女帝、元の皇極天皇である。中大兄 
に推されて孝徳天皇のあとを襲つた 
も. のの、彼女はすでに六十二歳であ 

つた。 

六十二の女に何ほどのごとができ 
ょう。彼女は今さらのょうにわが子 
中大兄を恐ろしいと思つた。わざと 
天皇位にはつかず、つねに皇太子と 
して実権をふるおうとする。中大兄 
は何を#.えているのか。 

天皇の胸の内は晴れない。いっそ 
のことどうして中大兄が天皇になら 
ないのか。さもなければ、どうして、 
亡き孝徳の子、有間皇子を天皇にし 
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斉明は、ひとり飛鳥 
板蓋宫で心を 



時に中大兄三十歳、その弟の大海人 
は二十五歳である。 

巷には中大兄の 専横をそしる吉も 
ょうやくおき はじめて いる。しかし- 
それを ムリおしに おしとお そうとす 
るのが中大兄の やり方であつた。お 
れは そうして すべて 成功して来てい 
るのだ。大化改新 もまたそうであつ 
たではないか。 

中大兄は斉明女帝をまつり 上げる 
と共に、天皇家の威信を天が下に知 
らせるため、巨大な宮殿の造営にか， 
かつた。まず、かつて推古帝の宮の 
あつた小墾田にかわらぶきの宮殿を 
つくろう として、用材の-不足から 失 
敗、つづいて皇居を飛鳥の岡本に造 
営。更に多武峰にたかどのを つくる 
工事に着手する。そのいただきまで 
六一九メ—トル、これは想像以上の 
難工事であつた。にもかかわらず、 
次には、香久山の西から石上山まで 
溝を掘り、二百そうの舟で石上山の 
石をつんで岡本宫の東の山に運び、 
そこに巨大な石の垣を 作ろうともく 
ろむ。 

溝ほりに三万人余、垣づくりに七 
万人余の人員を投入したが、ついに 


エ專は完成せず、当時これは az ? 

の！ i 」 と 呼ばれた。 

人、七は日一日と斉明と 中大兄から 
離れていった。 

そ9いう飛鳥の町に孝徳の子 • 有 
間皇子が気が狂って いるとのうわさ 
が流れた。 

「日本書紀」にいわく、「有間皇 
子、性 i し、 一り f れて云 々」 と。 

「 SSJ はわるがしこいとい 

う意味 

.であるが、「いつわりたわぶれる 一 
とは 何か。 それは皇位をはずされた 
皇子が、 狂気の まね•をしているとい 
、っことであろう か。 有名な シエ クス 
ピアの「ハムレ ッ>」 のような行な 
いがここにもあった. i いうのであろ 
うか。 ; 

飛鳥川のほとり、今日も有間 皇子 
はすすきの間を さまよう。 

時々、ふっと涙ぐむかと思えば、 
急にケラケラと笑い出す。そ rl はう 
そか まこと かわからぬが、‘ まさに狂 
気以外の何もの.でもなかっ卜』。 

1 みこ 

-皇子 さま」 

そんな有間皇子に しだれかかるよ 
うに歩いて いるのは額 田王で ある。 
彼女はすでに立派な娘になって、_こ。 







しかも、中大兄と大海人の二人の兄 
弟から共に愛されているとい^自信 
が、一そう彼女の微笑を輝くほどの 
、ものにしていた。 

「皇子さま、お休みに なり ませぬ 
か」、 ,, 

額田王は草の上に坐ると、、-9*つろ 
な目の有間皇子の手をひっぱる。さ 
れるままにどうとくずれた有間皇子 
は、 そのまま 額田王の若いからだに 
おおいかぶるような形になった。 

「皇子は十八、私も……」 
うたうように額田王はい.う。すで 
に割れたえり元から、まっしろい乳 
房がこぼれている。 

「抱 -v> て上げ.る、おいで」： 

額田王は誰にでもするように有間 
皇子の背中に手をまわすと上体を横 
たムた。 

「皇子も十八、私も . 」 

もう 一度うた うように いって、額 
田 V & ほ有間皇子の衣服をそっとぬが 
し.， ていく。 . 

-とうしたの？. 皇子/」，. 

額田王の目： UV ; え走る彼女の 
若い肢体をみつめながら、有間皇子 
の目はあい力わらずうつろな まま だ。 


いや、 ホロホロと 涙 すらこぼれてい 
る。 % 

「皇子/」、 : 

額田王はそんな有'間皇子のからだ 
をゆする。 

「ぉぃ/こ 

その二人の上にはげしいことばが 
降った。そこに立っているのは大海 
人である。 

「額田王/お前は……」 

わななく唇でうめく▲うにいうと 
大海人は有間皇子の手をひっぱって 
立たせた。 . 

「有間皇子/額田王は私の女だ、 
それをあなたは/.」 

とた 4、有間皇子は ケラケラと 笑 
い出す。ゝ 

「おょしなさい/. 気狂いの まね 
は/」 

大海人は、フラフラと立っている 
有間皇子をカー杯つきとばす。 

「ぁっ V .」) ：• 

声を上げたのは額田王。有間皇子 
のからだはザンブと飛鳥川の流れに 
おちてそれでももがきながら、向 
こっ岸へはい上がる。そしてこっち 
をみて又笑う。 . 


「くそっ」 

かけだそうとする大海人を額田王 
がひきとめた。 . 

「およ，じよ-あのひとほんどに気 
が狂ってるのよ」 

「なにっ」 、• 
「だって、わたしのからだを抱い 
ても、男にならなかったも. の」 

「八力/•」 

平手うちがとんで額田王は草の上 
に倒れた。. 

倒れながら彼女は 目を' つぶった。 
「さ、おいで、それとも、 もう 帰 
る？.」 

「額甶王 h …： J ^ 

大海人の目に暗い影が走った。し 
かし大海人はひざまずくと、額田王 
を抱き上げた。 

「売女/だけど、どうして•おれ. 
は、お前から離れられない.9だ」 
二人のからだは、草の上で一.つに 
なった。 一.， 

•ノ- \)/ 

,. 四 

y ^ \. 

「そうか、有間皇子ぼ真実狂って 

いるのか」 

額田王を抱きながら、中大兄ほお 
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かしそうにわらつた。 

「そう、狂ってるあの人。だって 
あの人、わ•たし、のからだを抱いても 
) 男にならなかったもの L —---. 

額田王は大海人のときと同じこと 
をいう。 

「ょかろう、事実有間皇子が狂っ 

ているのならば-」 

中大兄は一寸考えこん.ですぐつづ 
けた。 

「病ぃ治療のため、4 I:w かへ，送 
ろう- 

牟婁温泉—現在の白浜 温泉の 隣 
乃にある湯 崎温泉で ある。 

そこは太平洋の怒濤うちょせる小 
さな湯治場であった。 

その岩と岩の間からふき出す温い 
湯につかって有間皇子は、 はじめて 
，本当の涙を流した。 

「私の心は、あの海の波の如くさ 
/いている—~ 

そのつぶやきは、まさにその怒濤 
のひびきで消されたかに思えた。 

力し力し怒濤の中に小さな声 
があった。 

「御心中、お察しいた します」 

「誰だ/」 


-しつ、 おさわぎ召さるな」 

湯の表が風の如くゆれて、湯の中 
から一人の男の顔がのぞいた。 

弓月である。 

「ぉ前は、何者だ」 

- 忍者•弓月。中大兄に恨みを持 

つもので す」 

「中大兄に？」 

「有間皇子、もし、真実、中 大兄 
を倒す御決心あらば、ぉ力ぞえつか 
まつります- 

有間皇子は大声で笑った。それは 
自嘲的な笑いであった。 

「中大兄を倒す？かりそめにも 
私はそのょうな ことを 考えた ことは 
なぃ」 . 

-まことでございますか。なれ ど、 
都をはじめ、畿内にすむ人々の 多く 
は中大兄のやり方に不満を抱き、と 
くに中大兄憎しと考える豪族たちは 
数知れぬはず…：•」 

「でもあろう、しかし、誰が私に 
力をかして くれょう ぞ - 
「蘇我赤兄/.」 

ずばりと弓月はいつて、 じっと 有 
間皇子をみつめた。 

「蘇我赤兄が？ 


「はい。大化改新で入鹿•蝦夷を 
殺された蘇我氏は、表面的には新政 
に対し恭順の意"をあらわして♦ます 
が、しかし、同族を殺された曾し み 
は、一朝一夕に消えるものではあ、 
ません」 • 
'「蘇我赤兄が ……」 S 
有間皇子の目に、はじめて感情が 
動いた。 

「皇子‘/今皇子が中大兄に対し 
て決起されれば、それに呼芯する豪 
族の数あまたと存じます。皇子/ 

御決意を……」 一 
弓月はここぞとばかり まくしたて 03 
た。有間皇子ょ、立て/中大兄を| 
倒せ/そして次には、おれがあな 
たを倒す。連綿とつ/つく騎馬民族頭 
領の家系がそこで絶えたとき、わが 
国の空に、ふたたびあの銅鐸が、澄 
んだ音色でひびきわたる ときが くる 
のだ。 

弓月は、ふと'琵琶湖の見える丘 
の黒い土の中に 眠る最後の銅鐸を思 


(つづく) 






淹田氏のとぼけた味 

七里* | ( 滋賀.20歳) 

毎月「ガ ロ」 を読んでいる一読者とし 
て次のようなことを発言します。 

最近の「ガ ロ」 はサエなくなった。 

根拠 I 。「ヵムィ伝」がいよいよ大詰 
に近づき白土三平はこれまで構築した世 
界を解体しようとする意図が見えすいて 
おり、作品として薄っぺらくなったこと0 
細かいことを論じるのは避けるが、正助 
を中心に大規模な一揆の必然性をとらえ 
ようとしていることが読みとれすぎると 
いう点に集約する。 

根拠 n 。 水木しげるの「鬼太郎夜話」' 
は , -1コム J 9月号の紹介によって筋がわ 
かっているだけに新しいモチ—フの読み 
とれない今度の作品はつまらない。 

•根拠01。永島憤二の素材主義に問題が 
ある。「禁じられた遊び」は映画そのま 
まてはないか。「かかしがきいたかえる 
のはな し」 はよかつただけに惜しまれる。 


根拠汉。以上のことを新人がヵバ|す 
べきなのにその点が充分満たされてない。 
新人の問題意識と作品との関係を考えれ 
ば、表現力に多くの問題が残されている。 
例えば、つりたくにこのマンガの結末。 

かろうじて「ガ ロ」 の堕落を救ってい 
るのは、淹田ゆうのとぼけた味のマンガ 
，とつげ義春の不条理な感覚をテ—マにし 
た諸作品。ぶが、12月号の「西部田村事 
件」はサエなかった。精神病患者の脱走 
を もつと不条理なものと して とらえれば 
ょかった と 思う。 

「ガ ロ」 の虜となつ て 

福！！ 清(北海道) 

「ガロ」を昨年の八月号からと-0始め 
た一読者。今迄読んでいた漫画と全く異 
質のものとして新鮮さを感じて、今では 
「ガロ」のとりことなつている今日この 
頃、特に興味を持った作家は、つげ義春 
である。ハッキリ理解出来なくとも何か 
ことばに表現出来ないボヤッとした抽象 
的な何かを感じることが出来るのである。 
一見キザなせりふにユーモア的笑いを含 
み、自然と人間の交錯にこの作家の特異 
さを感じる。12月号の r 西部田村事件』 

••が氏の作風を最も象澈し、今迄の中では 
一番の傑作だと思って'いる。 

他の作品で気にいっているのは、ほの 
ぼのとした作風の、永島慎二の「かかし 
がきいたかえるのはなし」、最後の頁で 
笑いをこらえる、つりたくにこの「六の 


宮姫子の悲劇」などである。少しひねく 
れた感じでキザな作家 (？) の 水木しげる 
の短編もの「なまけ武蔵」「日'本のカミ 
サマたち」は違った面白さを感じた。 

「鬼太郎夜話」をとりやめてこの様なも 
のばかり書いて欲しい。滝田ゆうの漫画 
は良く分らない。絵が面白いのでそれを 
眺めている。11月号の 「くちおしい」 の 
猫の顔は良かった。 

呪縛への痛烈な問いかけ 

中野裕子(埼玉.21歳) 

最近の「ガ ロ」 へ批判 や 不満が 集中し 
てきているよう です。 「ス -C .丨 リー . V 
無い ということ(つまり 錐解 だというこ 
とになるのでしようが)、「人間性」が 
感じられないということが、その主な原 
因で あるよう です。 

私は そうした 批判に根本的に反対です。 
私は逆に最近の「ガロ」はお もしろ くな 
ってきたと思う からで、それを単に私固 
人の好みの違いだとは言い切れない問題 
が あると思う のです。 

ひどく大ざっぱな言い方をしてし まえ 
ば、「大衆社4状況」とか「確固七した. 
ロマンチシズムの不在」とか「人間性の 
崩壊」とか言われる現代状況にあって、 
「スト—リーのある」、単純明快で、ド 

ラマテイ ツク で、 ヒユー マニステイ ツク 

な漫画はもう描けない時点に あると 思う 
の，です。以前«載されていた「大空と雑 
草の詩」が作者の主観的意図に拘わらず 


私たちに異和感でシラジテし さを感じさ 
せたのは、やはり作者の現実認識の甘さ 
と 乏し さ だつ たと 思う。 

白土三平氏は、直接現代 t 舞台にして 
は、「カムィ伝」という|大ドラマを描 
くことはできない•し、水木しげる氏の作 
口8に私たちがひかれるのは皮肉にも、そ 
の#人間性にでしょう。「ヒユーマニズ 
ム」なんて、ねず A 9 はきっと笑うに^ 
がいありません。 現代の 漫画は、•もうお 
もしろおかしいおハナシ、•あるいは観念 
の絵ときであることから脱けでるべきで 
あると思う。 

私は、佐々木マキ氏「天国で見る夢」 

は、 まさに ス - リーがない ということ 

に私は真実を感じ、高橋氏 (1 月号•読 
者サロン)の言葉をサカサに借りれば、 

諷剌あり、哲学あり、詩情あり、で興味 
深かった。抽象された精神の運動と豊か 
なィメージの湧出をマンガという表現の 
カタチに心にくいまで生かしきった大胆 
な試みだと思う。 . 

そして「漫画」 W おもしろい絵、「劇 
画」=ストーリ—のある絵、という呪縛 
へのひとつの痛烈な問いかけにもなって 
いると 思う。 佐々木マキ氏は、永島慎二 J 
氏とならんで技術的には しつかりした ^; 
練され た 美しい絵の描ける人だと 思う。 > 

勝 叉進氏については、私は、今の まま 
では才能のすりへらしでしかないと思う。 
絵のまずさ.(デッサンカの弱さ)はおく 
としても、 勝 又氏のマンガの面白味は、 
〈既成観念の転植=ひっくりかえし〉にあ 
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るの だが、 その転覆され，：〇べき既成観念 
が現状況とあまりにくいちがい、 j 時代 
前の常識、既成観念であって、 t でに^3 
んでしまっているので、それを ひつくり 
返してみたところで少しもおかしみがわ 
-> てこないのだ。すでにひつくり返され 
てしまっていて、今ではそれ自体が「呒 
成観念」； i なって いるヴ だから。 

具体的に言うと、勝又氏は「女性はし 
とやかなもの」「坊主は高尚なもの」「 I 子生 
は学究肩なもの」等々の阳办 «' かをひ^ 
くり返 U 、 ひやかし、笑うのだけれど、 
しか，しいまどき誰が本気でそんな「常識」 
を信じているだろうか。だから私には 「一 
服の清涼剤の爽快さ」 (1 月号•吉野氏) 
なんぞミジンも残らず、常に状、兄ことり 
残されるきまじめな青くさいィンテリ 
青年への焦だちだけが残るのです。 

つげ義春氏には不思議な魅力を感じま 
す。水木しげる氏とは似て非なる〈詩〉、 
あるいは「日本的抒情性」とでも言い ま 
しようか……。氏の世界には美しく優し 
く何か人間存在にかかわるおそろし さの 
ようなものがひそんでいるようです。人 
間のうわずみの部分も、意識されない不 
可解なドロッとした部分も、 さりげなく、 
しかし執撤に描かれているのに驚きます。 
つげさん、あなた、いったい何者なの-で 
しよう。あなたは作品のかなたに無限に 
小さく消えていつてしまいます。 

滝田ゆう氏の面白さも説明し にくいの 
ですが、 とにかく 面白い。安っぽいヒュ 
1マニズムなんて、これっぽつちも無ハ 


のに、奇妙にほのぼのとしたもの、人間 
へのいとし さが わいて くるから 不思議で 
す。そして、氏のセリフの楽し さは格別 
で、一月号の「浪曲 師…」 ではその 良さ 
が最大限生かされた傑作だと思います。 
「長,道」の九州弁と内容とのからみあ 
いから 生まれる面白さ も 好きです。 

「難解だ J 「ナンセンスだ」という批 
判は本質的な批判にはなりません。読者 
は単に享受者として、「ガ ロ」 に無いも 
のねだりするのではなくて、現在の「ガ 
口」 が抱えてい‘る問題を 自分自身の内部 
の問題としてとらえ返すべきだ ど 思う。 

商 II 主義に毒されずに 

攉野 とし子 (大阪) 

読^諸兄姉が"サロン"で述べられて 
いるように、近頃の「ガ ロ」 •にはガ ッカ 
リ することが多い。「ガ ロ」 をとりだし 
てまだ|年足らずですが、それでも 以前 
より軽く、他人に是非と. も 一読すべきだ 
とすすめられなくなつた。 

11月号の新人はどれ もとりた てるもの 
もなく、新人にガッカリするのは「ガ ロ」 

の将来に不安を感じます。新人は次の時 
代のマンガ界を担わなくてはならないハ 
ズ。それが既成漫画と似かよった作品を 
描くなどとは/既成概念を打破して 商業 
主義に毒されない新人漫画の発掘を 望む。 

勝又進氏へ。"時事評論，，も良いでしょ 
う 力 同じことのく り 返しに 見えます。 

氏自身の漫画を見せて下さい。 


淹田ゆう氏の「長い道」は良かった。 
九州弁と無表情な顏のお内儀がビッタリ 
最後の々ォチ，は落語的。夜逃げをする 
時のお内儀の顔がなんともいえない。 

永島憤一一氏へ。「小さな世界」は「禁 
じられた 遊び」 と同テ—マ。「禁じられ 
た 遊び」 のときもそうであったように 私 
はこういうたぐやの漫画は氏の本当の持 
ち味がでてこないと思います。たしかに 
現代の戦争でぁる交通事故を主題に子ど 
ものもつ純真さと、同時にその裏の残^ 
さは、テ—マとしてすばらしいかもしれ 
ないしかし、氏にはそんなことよりも 
「フーテン」のような作品を描いて欲し 
い。氏を青年マンガ専門に縛りつけたく 
はないけれど、永島 慎 二という 人には 一 
番厳しい時代の人間をより残酷に描いて 
欲しい。「かかしが聞いた‘えるのはな 
し」のような . 。 • 

ベそのない 漫画を嗔く 

横井睦 (京都) 
読者のみなさん。私は、諸君が正しい 
批評眼を持っておられる ことに敬意を表 
すると同時に、感謝の 意を 表する者です。 
というのは、私も創刊以来「ガ ロ」 を愛 
読しているのですが、最近の 掲載 分には 
理解し難いものが多く、苦しんでおりま 
した。最近やっと、読者サロンの声に教 
えられたのですが、なるほど、内容が 著 
しく 低下しています。 

考えてみれば、奇を飯う作家の多くは、 


あまりにも無責任す ぎる のです。作家自 
身が主題 (へそ)を 持っていないので t ; 
ね。だから作品が渾纯 とした ものになっ 
てし まう。 そして、 ある作家は それを 「幽 
玄」 と感違いして自己満足に陥るし、あ 
る作家は、読者が各自で 最も相応しい主 
題を見出して その 作品を高く 評価して く 
れるだろうという甘い了見をおこす。こ 
のよ、 T な作品に、いままでむだな努力を 
重ねてき た 自分がなさけなくなります。 
「無」から「有」が生じないのは、普遍 
の真理ではありませんか。 

いや、これはいいすぎかも知れません0 
作家諸子に失礼でもありましよう。しか 
し、こ、フいうことは言えると M うのです。 
すなわち子供の粘土細工のように、作っ 
ていく過程において、しだい^主題が# 
•* としてくるのだと。これでは読者にと 
って、はなはだ迷惑です。陳腐に甘んず 
る 三文絵 かきならともかく、新しい姿勢 
をもって漫画の地位を変革しようとする 
芸術家，がこれでは困ります，。いやしくも 
•一つの作品を書くにあたっては、大部の 
小説を書き始めるときと同様の計画性が 
欲しいもの、とぼけた 凸凹 顔の一つにし 
ても、主題の流れ下る溝中にあって欲し 
いものです。作家自身が目的意識を持っ 
て、その主題の表現に、文字の欠点を補正 
した画を手段とするのが、漫画のあるべ 
き形態ではないでしようか。 

.最近の傾向を憂えるあまり、|つの極 
論となつてしまいましたが.••…〇 





ガロ /白土三平/水木しげる/を論七た批評を収録/ 


ガ B の世界 

発売中/ 

定価150円•亍30円 

、 A 5 判 • 102頁 

ガロ創刊以来、各新聞 • 週刊誌 • 雑誌 • k 
^同人誌に発表されたガロ関係の論文.記 
事を読者の要望に応えて一冊に収録いた 
しました。部数に制限がありますので、 
お早めにお近〈の 書店 か、直接当社宛に 
お申込下さい。 

東京都千代田区神田神イ桌町1 一55 


本書の一部内容 

鶴見俊輔「ガ ロの 世界」 

藤川治水「白土三平の世界」 

佐藤忠男「白土三平の漫画発想」 

伙谷 m 男「残酷マンガと唯物史観」 

渡辺一衛 「子供マンガの芸術論」 

山形大学工学部新聞「白土三平論序説」 
日本読書新聞「白土三平氏を訪ねて」 

京大新聞「役行者と白土三平」 

佐々木守「ロマンの回復‘ 

日本読宵新聞.「水木しげるインタビュー」 
週刊大衆「幻想と怪奇を描く水木マンガ」 
朝日新聞「泥絵具の幻想を復活」 

大森暎児「水木しげざのグロテスクな世界 

青林堂 「ガロ の 世界」，係 


水木しげる傑 作集 
特価頒布中/ 

5册セ ツト送料共800円 

一 （水木しげるカラー絵幕書つ•ぎ） 

籲不死鳥を飼う男 

不死鳥を飼う男，安い家 • 

_手袋の怪 

手袋の怪.大人物 • 群衆の中に.水晶 
王求の世界 

•釣り落した魚 

„ 約束•草•釣り落した魚 

♦空のサイフ 

空のサイフ•鉛•聖なる輪.太郎稲荷 • 

_ああ無情 - 

ああ無情.神変方丈記.神様.不老不 
死の術.いぼ.幸運の甘き香り'はか 
ない夢 • 剣豪とぼたもち*■•，闘牛 • こぶ 

各册* A5^iJ- t28H (東考社版） 

申込先 • 東京都千代田区神田神保町1 — 55青林堂 


新人作家募集!！ 

「ガロ」編集部では、優秀な新人作家を募 

集しています。どしどしご応募下さい 0 

——(作品投稿雕)—— 

① 題材.テーマ.モチーフ.枚数自由。 

② 作品の独創性を第一とする- 

③ なるべく B3 判の紙に、必ずタテ 27.3cm 
ヨコ 18.2cm に書くこと。ゴマ取リ自由。 

④ 墨；;十または製図用黒インキ旁使用し、 
ウス墨やウス色は つけない。 

⑤ セリフなどの文字は、エ.ンピッで一字 
一字正しく読みやすぐ.書ぐこと。 

⑥ 締切日は設けず、到着次第「ガ ロ」 編 
集部においで審査する。 

⑦ 入選作品は「ガ ロ」 誌上 U 掲載し、原 
稿料を支払う。入選作品の版権は、靑 
林堂に帰属する。 

⑧ 応募原稿は一切返却しない。 

⑨ 送り先は、東京都神田神保町1の55 
株式会社青林堂「ガ ロ」 編集部 
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